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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公開番号】特開2015-38199(P2015-38199A)
【公開日】平成27年2月26日(2015.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2015-013
【出願番号】特願2014-142732(P2014-142732)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/322    (2014.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/17     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/322    　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/17     ２０７　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月27日(2017.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録ヘッドを有する記録ユニット；
　前記記録ヘッドの吐出口から吐出され、記録媒体に画像を記録するための水性インク；
　前記記録ヘッドの吐出口が設けられた面を覆うための覆い部材を有する保護ユニット；
　前記覆い部材とは別に設けられ、予備吐出データに基づいて前記記録ヘッドの吐出口か
ら排出された廃インクを他の部材を介さずに受容するインク受け部材を有し、かつ、前記
インク受け部材に堆積したインクを掻き取るための部材、及び、前記記録ヘッドの吐出口
からインクを吸引するための部材のいずれをも有さない回復ユニット；
　を具備するインクジェット記録装置であって、
　前記水性インクが、粒子表面にカルボン酸基及びスルホン酸基の少なくとも一方のアニ
オン性基を含む官能基が結合してなる自己分散顔料を含有することを特徴とするインクジ
ェット記録装置。
【請求項２】
　前記水性インクがさらに、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＣｌＯ－、ＣｌＯ２

－、ＣｌＯ３
－

、ＣｌＯ４
－、ＮＯ２

－、ＮＯ３
－、ＳＯ４

２－、ＣＯ３
２－、ＨＣＯ３

－、ＨＣＯＯ－

、（ＣＯＯ－）２、ＣＯＯＨ（ＣＯＯ－）、ＣＨ３ＣＯＯ－、Ｃ２Ｈ４（ＣＯＯ－）２、
Ｃ６Ｈ５ＣＯＯ－、Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ－）２、ＰＯ４

３－、ＨＰＯ４
２－、及びＨ２ＰＯ

４
－からなる群から選ばれる少なくとも１種のアニオンと、アンモニウムイオンとが結合

して構成される塩を含有し、
　前記水性インクに含有される、前記塩に由来するアンモニウムイオンの含有量（ｍｍｏ
ｌ／インク１００ｇ）が、前記自己分散顔料の前記アニオン性基の導入量の合計（ｍｍｏ
ｌ／インク１００ｇ）に対する比率で、０．０倍を超えて１．７倍以下である請求項１に



(2) JP 2015-38199 A5 2017.8.10

記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記比率が、０．０倍を超えて０．８倍以下である請求項２に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項４】
　前記塩を構成する前記アニオンが、ＳＯ４

２－、Ｃ６Ｈ５ＣＯＯ－、及びＣ６Ｈ４（Ｃ
ＯＯ－）２からなる群より選ばれる少なくとも１種である請求項２又は３に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項５】
　前記インク中の、前記塩の含有量（質量％）が、インク全質量を基準として、０．０１
質量％以上０．５０質量％以下である請求項２乃至４のいずれか１項に記載のインクジェ
ット記録装置。
【請求項６】
　前記アニオン性基が、カルボン酸基である請求項１乃至５のいずれか１項に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項７】
　前記官能基が、フタル酸基である請求項１乃至６のいずれか１項に記載のインクジェッ
ト記録装置。
【請求項８】
　前記自己分散顔料の前記アニオン性基の導入量が、０．１０ｍｍｏｌ／ｇ以上２．００
ｍｍｏｌ／ｇ以下である請求項１乃至７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置
。
【請求項９】
　前記自己分散顔料の前記アニオン性基の導入量が、０．２０ｍｍｏｌ／ｇ以上２．００
ｍｍｏｌ／ｇ以下である請求項１乃至８のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置
。
【請求項１０】
　インク中の顔料の含有量（質量％）は、インク全質量を基準として、０．１０質量％以
上１５．００質量％以下である請求項１乃至９のいずれか１項に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項１１】
　インク受け部材の底面がインク吸収性を有さない材質で形成されてなる請求項１乃至１
０のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１２】
　インク受け部材の底面の面積の半分以下にインク吸収体が配置されてなる請求項１乃至
１１のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１３】
　記録ヘッドの吐出口から水性インクを吐出して、記録媒体に画像を記録する記録工程；
　前記記録ヘッドの吐出口が設けられた面を覆い部材で覆う保護工程；
　予備吐出データに基づいて、前記記録ヘッドの吐出口から他の部材を介さずに、前記覆
い部材とは別に設けられたインク受け部材に廃インクを排出する予備吐出工程；を有し、
かつ、
　前記インク受け部材に堆積したインクを掻き取る工程、及び、前記記録ヘッドの吐出口
からインクを吸引する工程のいずれをも有さないインクジェット記録方法であって、
　前記記録工程に用いる前記水性インクが、粒子表面にカルボン酸基及びスルホン酸基の
少なくとも一方のアニオン性基を含む官能基が結合してなる自己分散顔料を含有すること
を特徴とするインクジェット記録方法。


	header
	written-amendment

